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第２次行財政再構築プランの進捗状況 

（平成 25年９月末現在）について 

 

  行財政再構築の着実な推進を図るため、第２次行財政再構築プランの進捗状況については、

庁内の行財政改革推進本部に報告し、評価を受けるとともに、半期ごとに有識者・市民によ

り構成する行財政再構築推進委員会に報告を行い、意見や助言をいただくこととしています。 

  今回は、各プログラムの平成 25年９月末現在の進捗状況について、報告します。 

                        

１ 各プログラムの平成 25年９月末進捗状況 

平成 25年９月末現在のスケジュールの進捗状況については、全 62項目（再掲１項目）の取組

のうち、１項目が「予定以上に進捗」、59 項目が「予定どおりに進捗」、２項目が「予定より

も遅れている」となりました。今回の進捗状況は主に進行状況について評価を行っておりますが、

年度末の評価では成果も踏まえ評価を行う予定です。 

   

【表１】各プログラムの進捗状況（平成 25年９月末） 

分  野 

予定以上に 

進捗 

（Ｓ） 

予定どおりに 

進捗 

（Ａ） 

予定よりも 

遅れている 

（Ｂ） 

Ⅰ 地域協働の推進 

（１５項目） 
０ １５ ０ 

Ⅱ 情報の共有と双方向のコミュニケーション 

（５項目） 
１ ４ ０ 

Ⅲ ＰＤＣＡサイクルの構築 

（７項目） 
０ ７ ０ 

Ⅳ 財政基盤の強化 

（１８項目） 
０ １６ ２ 

Ⅴ 執行体制の再構築 

（１７項目） 
０ １７ ０ 

計 １ ５９ ２ 
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【参考１】着実に進んでいる主な取組（例示） 

 

予定以上及び予定通りに進捗している取組のうち、これまでに成果を上げつつある取組を以下の

とおり、例示します。なお、上半期報告については、スケジュール等の進捗状況を中心に評価し

ております。成果指標の達成状況については、年度末報告時点で掲載します。 
 

No.52 公共施設に係る組織横断的なマネジメント体制の構築に向けた検討  

【行政経営課・政策課・たてもの整備課】 
 

取組の概要 

公共施設に対する市民ニーズの変化等に適切に対応し、全庁的な観点か

ら、公共施設に関する情報や意思決定の一元化を行うため、組織横断的

なマネジメント体制の導入に向けた検討を行う取組 

2 5 年度の 

年 度 計 画 

・小平市公共施設データ集の発行・検証 

・小平市における公共施設マネジメントの推進方法の検討 

25 年 9 月末 

の進捗状況 

・平成 25年 9月に小平市公共施設データ集を公表した。 

（HPURL：http://www.city.kodaira.tokyo.jp/kurashi/034/034513.html） 

・先進自治体の視察、各種研修への参加を通じて、小平市における公共

施設マネジメントの推進方法、方向性を検討した。 

【小平市公共施設データ集の概要】 

◆小平市の公共施設約 190施設を掲載 

◆「説明編」、「土地・建物編」、「サービス編」の 3編構成 

 ・説明編：掲載データの解説などを掲載 

 ・土地・建物編： 

公共施設のハード面の情報（土地面積、建物・延床面積、取得年、 

耐用年数、耐震化状況など）を掲載 

   ・サービス編： 

公共施設のソフト面の情報（サービス内容、運営体制、料金体系、 

利用者数・利用率など）を掲載 

◆掲載されたデータを活用し、今後は、小平市の公共施設の現状分析

及び課題抽出を進めていく予定 

成 果 指 標 

の達成状況 
成果指標は未設定 

成果達成に 

資する取組 

行政経営課、政策課、たてもの整備課による連絡会議を定期的に開催す

るなど、公共施設データ集の発行に向けて、3課が組織横断的に協力して

作成に当たった点 

  ※別添：小平市公共施設データ集 説明編全編、 

土地・建物編 １市役所 

サービス編 １市役所 
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【参考２】予定よりも遅れている取組一覧（２項目） 

 

No 項目名 
平成 25年９月末 

進捗状況 要因と今後の対応 

34 

受益者負担の適正

化（使用料・手数料

の見直し） 

減免基準の見直しの

考え方のとりまとめに

至らず 

【要因】 

減免基準の見直しの考え方について、市における

適用可能性の判断に時間を要したため。 
 
【今後の対応】 

市の考え方の策定に向けて、市における適用可能

性の判断や庁内調整を実施予定 

40 補助金の見直し 

上半期に対応する予

定であった、実績報告

書の見直しが必要とさ

れる補助金の見直し

に至らず 

【要因】 

実績報告書の見直しを含めた、補助金全体の見直

しに関する検討に時間を要したため。 
 

【今後の対応】 

上半期に見直しできなかった補助金を含め、平成

21 年度に外部委員会から見直しの必要ありと判断

された各補助金のうち、現時点で未対応の補助金

については、下半期における平成26年度予算編成

において見直しを実施予定 


